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暑すぎた夏も終わり、すっかり秋めいてまいりました。ご家族の皆様はお変わりなくお過ごしの事とお察しいたします。 

 目まぐるしく月日が経ち、何と今年も三か月余り、気ばかりが急いでしまうのは私だけでしょうか。 

 去る、９月 16日の敬老会にはあいにくの台風通過の悪天候にて、ご家族様、ボランティアの皆様には、誠に残念でしたが参加の中

止をお願いして、内輪だけでの式典を行いました。今年は１０７歳最高齢の井澤志げ子様を始めとして、１０４歳の藤巻實子様、米寿

８８歳では、長田茂登江様 山田京子様 青沼ふさ江様 荻野富久子様がお祝いとなりました。前後しましたが、１４日には恒例となり

ました甲府市慶祝訪問があり、副市長様、社会福祉協議会理事様からお祝いを頂きました。副市長様からは、「来年もまたお会いでき

るように、お元気でいてください。」とのご祝辞をいただきました。また１９日にはやはり恒例になりました塩部幼稚園園児さんも  

お祝いに駆け付けてくれました。愛らしいちびっこ達に、普段は見られない愛情いっぱいの眼差しを注いでいました。また、敬老会  

当日おいで頂けなかったボランティア団体の若藤会さんについては、改めてクリスマス会イベントの予定がお願いできました。皆さん

ありがとうございました。 

『 ご長寿 万歳！ 』 
 

 盛り沢山の敬老月間も過ぎ、これから寒さに向かう間の心地良い時期、ご家族の皆様の折々のご面会を心よりお待ちしております。 

特養 主任生活相談員 飯島 琴江 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケアハウスでは、８月の納涼会・清里高原へのドライブに続き、９月は敬老会を行いました。 

 

 今年も２人の方の誕生会と敬老の日のお祝いに、山宮保育園の園児たちが来てくれました。 

 にぎやかな太鼓演奏とキラキラした笑顔に癒され、元気をもらった入居者の方々。園児たちの心のこもった手作りのプレゼントに、

涙を浮かべ喜ぶ方もおられました。 

 

 １０月の運動会、１１月の紅葉狩り、１００回記念のピアノコンサート、１２月のクリスマス会と今年の行事もまだまだ残っていま

す。みなさまに楽しんでいただけるよう職員も盛り上げていきたいと思います。 

 そして、これからの季節も元気で過ごせるよう、引き続き体調管理の徹底に気を配り心がけていきたいです。 

ケアハウス園長 望月 由紀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪手作りのプレゼントは食堂に飾られています♪               
 

社会福祉法人 奥湯村福祉会 

〒400-0071山梨県甲府市羽黒町 1657-5 

電話：055-253-1165   FAX：055-253-1173 

http://okuyumura.or.jp/ 

平成 2５年１０月発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・デイサービスでは年間を通して、様々なイベントや季節行事などを実施しており、ここで少しご紹介をさせていただきます。 

 

・ナースによる介護教室を定期的に行い、感染症（インフルエンザ、ノロウイルス）や熱中症など予防対策の発信源として 

注意喚起を促しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おやつ作りではホットケーキやお好み焼きなどを素から作りホットプレートで焼き、3時に皆様で召し上がります。 

これがかなりの出来栄えなんです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティアによる慰問も積極的に受け入れ、合唱コーラスやカラオケ同好会、ハーモニカや管楽器演奏会など 

幅広く開催し、皆様に楽しんでいただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校の職場体験受け入れを行い、ピチピチの若い中学生から皆様元気を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の夏は甲府でも４０度を超える日があり、とても暑いイメージだったのですが、一転して１０月に入り過ごしやすい日々が続い

ております。皆様におかれましてはご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 奥湯村園では秋の恒例行事として、バスハイクがございます。特に普段あまり外出されない入所者様にとっては、外出して季節の変

わり目を体で感じる絶好のイベントになっており、毎年喜んで頂いております。一般の方々にとっては何気ない風景であっても、入所

者様には季節や街の移ろう景色を感じ取ることで昔を思い出したり、様々な思いを馳せたりすることができる良い機会であり、それが

また脳の刺激による活性化につながるのです。 

 そのようなイベントの時だけではなく、毎日の何気ないことでも入所者様がそれをどう捉えどう感じているかということに、職員が

敏感になることが大切であり、まさにそれが入所者様の生活を豊かにする一助になることを肝に銘じておきたいものです。 

事務次長 立川 勉 

 

 

                 今年は猛暑の影響で生育が良く           猛暑の夏が終わり、ようやく過ごし 

なく昨年のようなカーテンには       やすくなってきました。 

なりませんでした。             今年もインフルエンザやノロウイルスの時期 

                 来年もまたチャレンジ！です。       が近づいてきました。実りの秋に体力をつけて 

                 （ミニトマトはたくさん            乗り切りましょう。 

収穫できました） 


